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一の位の数どうしをかける。…「４×４＝１６」

の１６の１と６を十の位と一の位の数にする。

ただし，その数が１けたになった場合には，

「００」「０１」「０４」「０９」のようにする。

十の位の数どうしをかける。…「６×４＝２４」

の数に問題の一の位の数の４をたす。…「２４＋４＝２８」

の２８の２と８を千の位と百の位の数にする。

より「２８１６」になる。

21 のぞみさんは，２けたの自然数の積が早くできるいろいろな方法を考えています。例えば，６４×４４の

ように，一の位の数が同じで，十の位の数の和が１０になるような場合のかけ算について，次の ～

の手順で考えてみました。次の（１）～（３）の各問いに答えなさい。

＜のぞみさんの考え方＞

手順

（１） 次の８３×２３を，＜のぞみさんの考え方＞で空欄に数や式を入れて計算しなさい。
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（２）のぞみさんは，どうしてこのような考え方で計算ができるかを文字式を利用して，証明しようとして

います。次の のアからエまでに当てはまる数や式を記入し，証明を完成しなさい。

（証明） ２つの自然数の十の位の数をａ，ｃ，一の位の数は同じ数なのでｂとすると，

それぞれ１０ａ＋ｂ，１０ｃ＋ｂと表される。

２つの自然数の積より，

（１０ａ＋ｂ）（１０ｃ＋ｂ）＝１００ａｃ＋１０ａｂ＋１０ｂｃ＋ｂ２

＝１００ａｃ＋１０（ア ）ｂ＋ｂ２ …①

十の位の数の和が イ になることから

ア ＝ イ …②

よって，①の式に②の式を代入して，

１００ａｃ＋１０× イ ×ｂ＋ｂ２

＝１００ａｃ＋ ウ ＋ｂ２

＝１００（エ ）＋ｂ２ …③

③より

エ は，（十の位の数の積）＋（一の位の数）を表している。

その値を１００倍しているので，千の位と百の位の数になる。

また，ｂ２ は，一の位どうしの積であることから，のぞみさんが考えた方法

で計算することができる。

（３）のぞみさんは，この他にも早く計算する方法がないか考えてみました。（１）の問題とは逆に５４×５６の

ような，一の位の数の和が１０になり，十の位の数が同じであるような場合，あなたならどのような方

法で計算ができると思いますか。下の考え方の続きを書き，５４×５６を例にして，その計算方法を説明

しなさい。

（考え方）２つの自然数の十の位の数は同じ数なのでａとし，一の位の数をｂ，ｃとすると，
それぞれ１０ａ＋ｂ，１０ａ＋ｃと表される。

２つの自然数の積より，

（説明）
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（１） （２） ア…ａ＋ｃ

イ…１０

ウ…１００ｂ

エ…ａｃ＋ｂ

（３）（考え方）

２つの自然数の十の位の数は同じ数なのでａとし，一の位の数をｂ，ｃとすると，

それぞれ１０ａ＋ｂ，１０ａ＋ｃと表される。

２つの自然数の積より，

（１０ａ＋ｂ）（１０ａ＋ｃ）

＝１００ａ２＋１０ａｃ＋１０ａｂ＋ｂｃ

＝１００ａ２＋１０（ｂ＋ｃ）ａ＋ｂｃ …①

一の位の数の和が１０になることから

ｂ＋ｃ＝１０…②

よって，①の式に②を代入して，

１００ａ２＋１０×１０×ａ＋ｂｃ

＝１００ａ２＋１００ａ＋ｂｃ

＝１００ａ（ａ＋１）＋ｂｃ …③

③より

ａ（ａ＋１）は，十の位の数とその数に１を足した数との積を表している。その値

を１００倍し，千の位と百の位の数にする。

また，ｂｃ は，一の位どうしの積で，十の位と一の位の数にする。

（説明）（例）

５４×５６より，十の位の数の５と十の位の数の５に１を足した数の６をかけて，

千の位と百の位の数にする。５×（５＋１）＝３０

そして，一の位の数の４と６の積を，十の位と一の位の数にする。４×６＝２４

よって，３０２４になる。
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